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昌
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旨
娼
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ピ
即
5
即
言
お
甘
二
臼
ρ
話
q
自
融
o
詳
身

　
　
　
鷲
Φ
5
①
霞
節
げ
箪
Φ
江
卿
q
醇
ぢ
亀
g
匿
の

　
　
　
身
o
話
敏
o
流
9
9
窃
号
〇
一
6
の
q
①
o
み
弩
。
ρ

　
　
　
　
一
〇
㎝
鱒
“
o
o
㎝
℃
．

ジ
ャ
ソ
・
デ
リ
ュ
ッ
ペ
著

　
『
賃
借
人
の
椹
利
の
法
的
性
質
、

　
　
　
　
　
　
　
並
び
に
物
権
と
債
権
の
匿
別
』

　
本
書
は
、
右
の
表
題
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
賃
借
人
の
灌
利
の
法
的
性

質
」
を
問
題
に
し
て
い
る
。
不
動
壼
の
賃
貸
借
關
係
に
つ
い
て
は
、
わ
が
國
に

お
い
て
も
、
民
法
典
施
行
（
一
八
九
八
年
、
明
治
三
一
年
）
以
後
、
幾
つ
か
の

輩
行
法
（
建
物
保
護
二
關
ス
ル
法
律
〔
一
九
〇
九
年
、
明
治
四
二
年
〕
、
借
地

法
・
借
家
法
コ
九
二
一
年
、
大
正
一
〇
年
〕
、
農
地
調
整
法
二
九
三
八
年
、

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

昭
和
二
二
年
〕
↓
農
地
法
〔
一
九
五
二
年
、
昭
和
二
七
年
〕
等
）
が
で
る
に
及

び
、
民
法
典
中
に
確
固
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
賃
借
灌
の
債
灌
的
性
質
に

疑
問
が
提
示
さ
れ
る
に
至
つ
た
（
借
地
法
第
一
條
は
、
建
物
の
所
有
を
目
的
と

す
る
地
上
椹
及
び
賃
借
椹
を
借
地
穫
と
総
稔
し
、
ま
た
建
物
の
賃
貸
借
に
つ
い

て
は
、
借
家
法
の
適
用
さ
れ
る
範
園
内
に
お
い
て
、
學
問
上
、
そ
の
賃
借
椹
を

借
家
椹
と
よ
ん
で
い
る
）
。
こ
の
よ
う
な
立
法
の
動
き
は
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て

も
ま
た
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
げ
餌
‘
図
同
仁
H
②
信
x
に
關
し
て
は
、
　
一
九
四
五

年
一
〇
月
｝
七
日
の
O
民
薯
昌
弩
8
（
そ
の
後
、
一
九
五
五
年
四
月
一
六
日

の
ご
9
目
9
で
統
一
的
な
農
業
法
典
が
で
き
た
〔
我
妻
榮
「
賃
貸
借
法
概
説
」

法
律
時
報
二
九
巻
三
號
九
頁
参
照
〕
）
、
げ
四
賃
図
像
β
餌
藍
鼠
鉱
o
昌
に
關
し
て
は
、

一
九
四
八
年
九
月
一
日
の
b
9
が
あ
り
、
冨
妻
8
日
目
R
o
寅
髪
に
關
し

て
は
、
一
九
二
六
年
六
月
三
〇
日
の
ピ
9
及
び
一
九
四
六
年
四
月
一
八
日
の

ト
o
一
（
一
九
五
三
年
九
月
三
〇
日
の
U
ひ
9
9
〔
更
新
に
つ
い
て
規
定
す
る
〕

は
こ
の
系
列
に
績
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
〔
我
妻
榮
・
前
揚
論
丈
一
一
－
一
二
頁

参
照
〕
）
の
如
ぎ
が
そ
れ
で
あ
る
（
本
書
の
第
一
部
　
賃
貸
借
に
關
す
る
近
代
の

立
法
、
並
び
に
賃
借
人
の
椹
利
の
法
的
性
質
ー
第
一
章
　
賃
借
人
の
新
し
い

椹
利
の
性
格
三
一
ー
一
二
四
頁
に
詳
し
い
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お

い
て
も
、
わ
が
國
同
檬
、
「
賃
借
人
の
権
利
は
物
槽
に
な
つ
た
の
か
」
、
或
は
少

く
と
も
「
物
灌
性
に
向
つ
て
歩
ん
で
い
る
の
か
」
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て

い
る
（
第
一
部
i
第
二
章
　
近
代
の
立
法
、
並
び
に
債
椹
説
一
二
五
頁
。
賃

借
人
の
灌
利
は
物
椹
な
の
か
債
椹
な
の
か
と
い
う
問
題
は
、
フ
ラ
ソ
ス
で
以
前

大
暦
論
議
さ
れ
た
が
、
今
世
紀
の
初
め
に
は
、
賃
借
人
の
椹
利
は
債
椹
で
あ
る

と
い
う
意
昧
で
決
定
的
に
解
決
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
〔
序
章
　
賃
借

人
の
樺
利
の
法
的
性
質
に
關
す
る
古
來
の
論
雫
、
問
題
の
現
歌
一
一
ー
二
九
頁

（
九
九
七
）



紹
介
と
批
評

に
そ
の
経
緯
が
蓮
べ
ら
れ
て
い
る
〕
）
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
賃
借
人
の
灌
利
の

法
的
性
質
を
探
究
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
ー
し
か
も
、
賃
借
人
の
権
利

の
法
的
性
質
い
か
ん
の
問
題
は
こ
の
権
利
が
物
権
な
の
か
債
灌
な
の
か
の
間
題

に
集
約
さ
れ
る
の
で
、
ー
－
そ
う
し
な
が
ら
物
灌
と
債
灌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有

な
性
格
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
後
者
が
、
表
題
の
第
二
の
部
分
と
な

つ
て
い
る
「
物
灌
と
債
灌
の
匠
別
」
の
問
題
で
あ
る
。

二

　
ω
　
著
者
が
本
書
を
著
わ
す
「
始
め
の
目
的
は
、
賃
貸
借
に
關
す
る
近
時
の

立
法
が
賃
借
人
の
権
利
の
法
的
性
質
を
攣
え
た
か
否
か
を
槍
討
す
る
こ
と
で
あ

つ
た
」
（
結
論
四
〇
三
頁
）
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
ま
ず
、
賃
借
人
の
灌
利
を
軍

な
る
債
槽
で
あ
る
と
す
る
古
典
的
な
理
論
と
、
近
時
の
立
法
に
よ
つ
て
議
論
の

中
に
雀
き
込
ま
れ
た
新
し
い
要
素
と
の
到
決
を
行
つ
て
い
る
（
第
一
部
ー
第

二
章
二
盃
ー
一
四
一
頁
）
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
古
典
的
な
解
決
の
論
振
は
、
新

立
法
に
よ
つ
て
、
賃
借
人
の
樺
利
の
性
質
が
攣
わ
つ
た
と
結
論
さ
れ
る
程
に
は

動
か
さ
れ
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
債
権
読
の
論
擦
で
あ
る
賃
貸
人
の

人
的
な
債
務
（
o
巨
蒔
騨
試
目
留
塗
甘
Φ
U
2
冒
〔
佛
民
第
一
七
〇
九
條
〕
、

o
菖
蒔
帥
註
曾
号
磯
賃
き
試
Φ
〔
同
第
一
七
二
七
條
〕
）
は
、
な
お
存
綾
せ
し
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
古
典
的
な
理
論
は
、
賃
借
入
が

賃
借
の
目
的
物
で
あ
る
不
動
産
に
關
す
る
非
常
に
廣
汎
な
灌
能
を
も
ち
、
そ
れ

を
賃
貸
人
か
ら
濁
立
し
て
實
行
し
、
）
る
よ
う
に
な
つ
た
現
實
（
使
用
・
牧
盆
の

椹
能
の
櫓
大
、
こ
の
樺
能
の
永
績
性
の
傾
向
、
・
て
の
第
三
者
に
封
す
る
封
抗
性

の
強
化
）
と
矛
盾
し
て
い
る
。
古
典
的
な
理
論
は
、
一
般
の
感
情
に
奇
異
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
賃
借
人
の
権
利
の
現
状
と
こ
れ

一
一
二

（
九
九
八
）

ま
で
の
理
論
上
の
解
決
の
概
観
か
ら
、
著
者
は
、
》
、
の
解
決
の
不
十
分
さ
を
認

め
、
賃
借
人
の
灌
利
の
法
的
性
質
に
開
す
る
研
究
を
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
ω
　
そ
の
研
究
の
方
法
と
し
て
、
、
一
方
で
は
、
賃
借
人
の
権
利
の
實
農
を
把

握
す
る
た
め
に
、
賃
貸
借
契
約
か
ら
生
ま
れ
る
法
律
關
係
の
探
究
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
第
二
部
賃
貸
借
契
約
と
そ
こ
か
ら
生
ず
る
法
律
關
係
i

第
一
章
賃
借
人
と
賃
貸
人
の
間
の
關
係
、
第
二
章
　
賃
借
人
の
第
三
者
と
の

關
係
一
四
三
ー
一
八
五
頁
）
。
賃
借
人
の
灌
利
の
實
騰
を
つ
か
も
う
と
す
る
と

き
、
注
目
す
べ
き
こ
ど
は
、
物
の
使
用
・
牧
盆
を
得
る
と
い
う
こ
の
灌
利
の
脛

濟
的
目
的
と
同
じ
目
的
を
も
つ
制
度
が
、
賃
貸
借
契
約
以
外
に
も
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
壷
買
契
約
、
用
盆
権
・
使
用
椹
・
居
佳
樺
設

定
契
約
（
8
暮
舜
駐
留
お
暮
ρ
8
ロ
霞
鉾
の
8
葛
註
ε
嘗
駐
島
、
q
ロ
費
o
津

兜
ロ
蟄
球
忌
ダ
山
、
霧
㊤
鵬
Φ
0
9
集
ぴ
即
三
鼠
試
O
昌
）
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

著
者
は
、
賃
借
人
の
法
的
地
位
と
、
費
買
契
約
に
よ
る
物
の
所
有
灌
の
取
得
者
、

用
盆
権
者
、
使
用
灌
者
、
居
佳
梅
者
等
の
法
的
地
位
と
の
比
較
研
究
を
行
い
、

こ
れ
か
ら
臨
納
的
に
結
果
を
引
き
出
そ
う
と
試
み
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、
こ

こ
で
注
目
さ
れ
る
幾
つ
か
の
差
異
は
、
そ
れ
ら
の
権
利
に
前
も
つ
て
認
め
ら
れ

て
い
る
性
格
！
物
権
的
で
あ
る
か
債
灌
的
で
あ
る
か
ー
自
艦
に
よ
つ
て
説

明
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ら
の
灌
利
の
法
的
性
質
の
差
異
を
正
當
づ
け
る

よ
う
な
實
質
的
な
差
異
は
存
在
し
な
い
。
從
つ
て
、
こ
の
研
究
に
よ
つ
て
は
、

た
と
え
賃
貸
借
契
約
か
ら
生
ず
る
法
律
關
係
が
い
か
な
る
も
の
か
を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
賃
借
人
の
灌
利
の
物
灌
性
、
債
権
性
の
問
題
の
答
え
に
は

な
ら
な
い
、
と
す
る
。

　
⑧
　
芳
、
こ
で
、
賃
貸
借
契
約
か
ら
生
ず
る
法
律
關
係
の
探
究
と
並
ん
で
、
他



方
、
物
畦
と
債
灌
の
隔
別
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
爾
者
の
旺
別

の
基
準
を
決
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
部
　
物
樒
と
債
樺
の
匿

別
の
基
準
ー
第
一
音
＋
　
こ
れ
ま
で
に
用
い
ら
れ
た
幾
つ
か
の
基
準
、
第
二
章

こ
こ
で
選
ば
れ
た
基
準
一
八
七
－
二
九
一
頁
）
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者

は
、
こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
槻
念
を
塁
げ
、
そ
こ
か
ら
結
論
を
引
き
出
そ
う

と
す
る
。
ま
ず
、
古
典
學
読
（
第
一
節
一
八
九
ー
二
四
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
物

灌
は
人
と
物
と
の
間
に
直
接
の
關
係
を
創
る
も
の
で
、
物
に
蜀
す
る
直
接
の
権

利
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
、
債
椹
は
、
人
と
人
と
の
關
係
に
關
す
る
。
こ
の
性

質
の
差
異
は
、
灌
利
の
効
力
の
面
に
直
ち
に
反
映
し
、
古
典
學
読
の
着
口
す
る

の
も
、
主
と
し
て
こ
の
効
力
の
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
追
及
権
及
び
優
先
権

の
存
在
が
物
権
を
性
格
づ
け
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、
古
典
墨
論
に
よ
り
物
楼

の
風
性
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
二
つ
の
い
ず
れ
も
が
、
第
三
者
に
封
す
る
権

利
の
野
抗
性
を
表
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
一
般
的
な
封
抗

性
は
債
灌
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
次
に
、
b
Φ
誘
o
昌
昌
巴
一
9
Φ

の
理
論
（
第
二
節
二
四
六
－
二
六
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
古
典
學
読
が
物
椹
は
灌

利
者
の
物
に
封
す
る
關
係
で
あ
る
（
債
灌
は
、
椹
利
者
－
債
樺
者
！
の
人

ー
債
務
者
1
に
封
す
る
關
係
で
あ
る
）
と
す
る
の
に
封
し
、
法
の
關
係
は
、

み
な
人
の
人
に
劃
す
る
關
係
で
あ
つ
て
、
人
の
物
に
封
す
る
關
係
は
考
え
ら
れ

な
い
。
古
典
學
読
に
よ
り
物
椹
は
物
に
封
す
る
直
接
の
樺
利
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
は
、
物
樺
者
の
灌
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
人
の

滑
極
的
義
務
（
〇
三
蒔
9
一
8
葛
器
貯
①
葺
巳
く
霞
8
＝
Φ
）
に
基
礎
を
お
く
の
で

あ
る
。
物
擢
を
特
色
づ
け
る
の
は
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
人
の
消
極
的
義
務
（
債
椹

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
椿
成
要
素
は
、
椹
利
者
－
債
権
者
、
巽
務
者
ー
債
務

者
、
目
的
ー
債
務
者
の
作
爲
・
不
作
爲
の
給
付
で
あ
る
）
で
あ
る
。
し
か
し
、

細
介
と
批
評

著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
基
準
も
役
に
立
た
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の

關
係
は
す
べ
て
の
樺
利
に
ー
債
樺
に
も
ー
附
著
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
學
読
の
瞼
討
を
脛
て
、
著
者
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
も
Φ
駐
o
昌
，

墨
冴
3
の
理
論
は
、
物
灌
と
債
樺
の
根
本
に
お
け
る
統
一
性
を
指
し
示
す
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
権
利
は
そ
の
日
的
を
肚
會
生
活
關
係
の
規
律
に
お
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
権
利
は
、
本
質
上
、
複
轍
人
間
の
法
的
な
關
係
に
分
析
さ

れ
る
。
b
R
8
昌
昌
巴
駐
＄
の
理
論
の
基
礎
に
あ
る
考
察
は
、
物
擢
と
債
樺
の
魎

別
の
相
封
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
物
灌
と
債
権
の
匿

別
の
相
封
性
は
、
そ
の
匿
別
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

物
権
と
債
権
は
そ
の
構
造
上
匿
別
さ
れ
う
る
。
と
い
、
）
の
は
、
権
利
は
二
つ
の

異
な
つ
た
面
に
お
い
て
観
察
、
さ
れ
る
。
一
つ
は
内
面
で
、
こ
の
槻
察
は
、
権
利

者
に
與
え
ら
れ
た
灌
能
を
明
ら
か
に
す
る
。
も
う
一
つ
は
外
面
で
、
権
利
者
の

第
三
者
に
封
す
る
關
係
、
す
な
わ
ち
灌
利
の
第
三
者
に
到
す
る
効
力
に
關
す
る
。

古
典
學
説
に
お
い
て
も
、
冨
誘
9
目
巴
駐
器
の
理
論
に
お
い
て
も
、
灌
利
の
外

面
に
の
み
着
目
し
て
い
た
が
、
外
面
に
つ
い
て
い
う
と
、
す
べ
て
の
樺
利
は
同

一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
灌
利
は
、
す
べ
て
、
第
三
老
に
封
し
て
完
全
な
効

力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
實
が
こ
れ
と
異
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
第
三
者
が
確
實
に
し
て
迅
速
な
知
識
を
も
ち
う
る
よ
う
な
外

部
的
な
表
象
を
、
す
べ
て
の
灌
利
が
俘
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。
善
意

の
第
三
者
の
法
に
適
つ
た
利
盆
を
保
護
す
る
必
要
、
取
引
の
確
實
性
或
は
迅
速

性
の
要
請
が
、
或
る
灌
利
の
外
的
効
力
を
し
ば
し
ば
制
限
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
封
し
、
内
面
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
槽
利
は
そ
の
目
的
に
附
随
す
る
自

然
的
な
雫
う
べ
か
ら
ざ
る
差
異
を
示
し
て
い
る
。
灌
利
は
す
べ
て
、
本
質
的
に

は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
力
は
異
な
つ
た
目
的
に

一
一
三

（
九
九
九
）



紹
介
と
批
評

向
い
う
る
し
、
そ
の
目
的
の
性
質
に
從
つ
て
異
な
り
う
る
。
灌
利
の
内
的
態
容
、

つ
ま
り
灌
利
者
に
與
え
ら
れ
る
樺
能
は
、
そ
の
目
的
を
具
膿
的
な
物
の
利
用
（
物

的
な
使
用
の
刀
に
限
ら
ず
、
こ
の
物
的
な
使
用
が
代
表
し
て
い
る
経
濟
的
な
慣

値
の
虚
分
を
許
容
す
る
法
的
な
利
用
の
力
を
も
含
む
）
と
し
て
い
る
か
、
人
的

な
給
付
の
獲
得
と
し
て
い
る
か
に
よ
つ
て
異
な
る
。
こ
こ
に
、
物
灌
と
債
灌
の

匠
別
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
内
的
構
造
の
差
異
が
外
的
効
力
に
つ
い
て
い
く
ら
か

の
影
響
を
與
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
影
響
は
全
く
相
封
的
な
も
の
で
あ
る
。
立

法
者
は
灌
利
の
外
的
効
力
を
決
定
す
る
た
め
に
他
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
確
か
に
、
債
灌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
効
力
は
、
そ
の
灌
利
の
存
在
を

知
つ
て
い
る
第
三
者
に
封
す
る
關
係
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
物
灌
に

つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
、
こ
の
効
力
は
、
有
腿
動
産
に
關
す
る
物
灌
及
び
公

示
に
適
す
る
物
灌
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
は
、
第
三
者
の
知
が
占
有

或
は
公
示
と
い
う
こ
と
で
簡
輩
に
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ω
　
ω
及
び
③
で
み
た
二
つ
の
研
究
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
賃
借
人

の
灌
利
の
法
的
性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
瞼
算
と
も
い
う
べ
き
部
分

が
、
こ
こ
で
選
ば
れ
た
物
灌
と
債
灌
の
厘
別
の
基
準
の
適
用
に
關
す
る
研
究
で

あ
る
（
第
四
部
　
選
ば
れ
た
基
準
の
適
用
ー
第
一
章
　
賃
借
椹
、
並
び
に
物

樺
と
債
権
の
匠
別
、
第
二
章
　
濁
立
の
物
権
〔
費
9
宏
急
Φ
ざ
b
匡
目
O
甘
騨
蝿
邑
、

第
三
章
措
保
物
樺
二
九
三
－
四
〇
二
頁
）
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
賃
借
灌
は
、
賃

貸
人
に
封
す
る
債
権
と
と
も
に
、
賃
借
人
の
た
め
の
利
用
の
物
的
灌
利
を
含
ん

で
い
る
。
こ
の
物
的
灌
利
は
原
則
と
し
て
物
灌
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
し
、
反
劃
の
立
法
規
定
の
な
い
限
り
物
権
の
制
度
の
中
に
お
か
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
著
者
は
、
そ
の
解
決
を
一
般
的
に
適
用
し
そ
の
正
し
さ

を
誇
朋
し
よ
う
と
し
て
、
灌
利
の
一
般
的
な
分
類
を
行
い
、
濁
立
の
物
灌
及
び

一
一
四
　
　
　
（
一
〇
〇
〇
）

搭
保
物
灌
の
意
義
の
確
定
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
、

著
者
は
、
「
物
灌
は
そ
の
目
的
が
具
陛
的
な
物
の
利
用
で
あ
る
も
の
で
あ
り
、

債
樺
は
そ
の
目
的
が
人
的
な
給
付
の
獲
得
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
結
論
づ

け
、
「
こ
の
物
椹
と
債
椹
の
匿
別
は
技
術
的
な
匪
別
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の

重
．
要
性
を
諮
張
し
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
ま
た
、
そ
の
償
値
を
否
定
し
て

は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
學
問
は
技
術
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
。

こ
の
匿
別
の
効
用
は
、
立
法
者
が
確
定
し
な
か
つ
た
馳
に
つ
い
て
、
或
る
槽
利

に
適
用
さ
れ
る
法
制
度
を
決
定
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
法

者
は
、
そ
の
物
灌
的
或
は
債
灌
的
性
質
の
故
に
或
る
灌
利
に
適
用
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
法
制
度
を
個
々
の
馳
に
お
い
て
修
正
す
る
自
由
を
有
す
る
。
」
と
す
る
（
結

論
四
〇
五
頁
）
。

三

　
著
者
が
本
書
に
お
い
て
示
し
て
い
る
解
決
の
結
果
は
、
一
見
そ
う
み
え
る
程

に
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
古
典
的
な
観
念
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
い
な
い
。
解

決
に
お
け
る
著
者
の
掲
創
性
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
灌
利
を
二
つ
の
面
、

す
な
わ
ち
内
面
と
外
面
と
に
分
か
ち
、
物
権
と
債
灌
の
匠
別
の
基
準
と
な
る
も

の
は
、
内
的
構
造
に
存
し
、
外
面
、
第
三
者
に
到
す
る
剰
抗
性
の
問
題
は
物
権
と

債
権
の
旺
別
の
論
理
的
基
礎
と
な
り
え
な
い
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

興
味
深
い
の
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
に
接
近
す
る
著
者
の
方
法
で
あ
る
。
明

ら
か
に
、
薯
者
は
、
賃
借
人
の
灌
利
の
法
的
性
質
の
確
定
と
い
う
こ
と
を
研
究

の
第
一
次
の
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
目
的
は
、
賃
借
人
の
灌
利
の
事
實
上

の
内
容
を
い
か
に
詳
し
く
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
だ
け
で
達
し
う
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
に
は
、
理
論
上
、
あ
ら
か
じ
め
物
灌
と
債
権
の
匠
別
が
明
ら



か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
物
灌
と
債
灌
の
厘
別
、

或
は
物
灌
の
観
念
、
債
権
の
観
念
は
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
み
る
と
お
よ
そ
漠
然

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
物
灌
と
債
権
の
旺
別
と
い
う
基
本
的

な
問
題
に
立
ち
向
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
、
第
二
の
研
究
目
標
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
著
者
の
思
考
過
程
を
通
し
て
、
次
の
こ
と
を
知
り
う
る
。

す
な
わ
ち
、
典
型
的
な
物
灌
、
典
型
的
な
債
槽
を
と
つ
て
考
え
れ
ば
、
物
槽
と

債
槽
の
匠
別
の
間
題
は
起
ら
な
い
で
終
つ
て
し
ま
う
。
こ
の
問
題
が
自
覧
さ
れ

る
の
は
、
物
灌
と
債
権
の
境
界
に
お
か
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
素
材
（
こ

こ
で
問
題
と
な
つ
て
い
る
賃
借
人
の
穰
利
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
）
が

出
現
し
た
と
き
で
あ
る
。
著
者
に
從
え
ば
、
「
賃
借
人
の
構
利
は
物
灌
と
債
灌
の

境
界
線
上
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ま
さ
に
こ
の
椹
利
の
法
的
性
質
の
確
定
は
、
物
灌
と
債
槽
の
異
な
つ
た
性
格
を

明
確
に
し
う
る
」
と
い
う
利
盆
が
あ
る
（
緒
言
七
i
八
頁
）
。
そ
こ
で
、
物
灌
と

債
権
の
匿
別
は
賃
借
人
の
権
利
の
法
的
性
質
の
確
定
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
な

が
ら
、
か
え
つ
て
、
物
槽
、
債
灌
の
匪
別
の
基
準
の
明
確
化
は
、
賃
貸
借
契
約

か
ら
生
ず
る
法
律
關
係
の
検
討
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
素
材
と
概
念
の
相
互
的
な
關
蓮
性
を
考
え
る
と
き
、
肚
會
科
學
一

般
の
研
究
方
法
の
困
難
さ
と
興
味
深
さ
と
を
感
ず
る
。

　
本
書
の
研
究
範
園
は
廣
汎
に
わ
た
り
、
問
題
は
叢
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
解

決
は
困
難
で
あ
る
。
著
者
の
と
つ
て
い
る
解
決
、
観
念
の
す
べ
て
が
直
ち
に
探

用
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
著
者
が
灌
利
を
内
面
と
外
面
と
に
分
け
て
考
察

し
て
い
る
の
は
確
か
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
物
灌
と
債
槽

の
匠
別
の
基
準
を
灌
利
の
内
的
構
造
に
求
め
、
そ
の
外
面
、
つ
ま
り
権
利
の
排

他
性
へ
の
影
響
は
相
封
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
灌
利
の
内
面
と
外
面

紹
介
と
批
評

と
の
關
係
を
断
ち
切
つ
て
し
ま
う
と
き
、
こ
の
厘
別
は
全
く
技
術
的
な
も
の
に

蓋
き
實
際
上
の
意
味
が
な
く
な
つ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
こ
の
研
究
の
重
要
性
、
・
て
の
贋
値
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
本
書
は
、
今
日
、
わ
が
國
に
お
い
て
、
再
び
、
借
地
・
借
家
關
係

の
法
が
大
巾
に
改
正
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
直
接
の
關
蓮
は
な
く
と
も
、

そ
の
根
本
理
論
の
解
明
、
構
成
に
と
つ
て
、
一
つ
の
反
省
の
よ
す
が
と
も
な
ろ

う
。
本
書
の
序
文
を
執
筆
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
モ
ー
リ
ィ
教
授
も
賞
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
ま
さ
に
残
㌔
昌
Φ
ひ
言
留
留
注
日
9
一
巴
o
葛
8
霧
達
⑪

声
乞
Φ
鴨
（
序
文
皿
ー
W
頁
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
著
者
ジ
ャ
ン
・
デ
リ
ュ
ッ
ペ
は
、
本
書
に
お
け
る
肩
書
に
よ
れ
ぽ
、
法
學
博

士
、
ト
ウ
ル
ー
ズ
大
學
法
學
部
賞
及
び
全
國
大
學
法
學
部
賞
受
賞
者
、
ボ
ル
ド

ー
大
學
法
學
部
講
師
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
因
雪
g
o
ぼ
一
百
霧
－

霞
一
Φ
一
一
①
留
段
○
詳
9
＜
蛸
お
器
｝
b
b
●
詔
1
さ
に
ア
ン
リ
ィ
・
ソ
リ
ュ
の
紹

介
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
八
年
八
月
二
八
日
）
　
（
林
脇
ト
シ
子
）

一
一
五
　

（
一
〇
〇
一
）


